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海女漁業資源増大対策事業（アワビ放流効果向上実証事業） 

 

 

阿部文彦・土橋靖史 

 

目 的 

三重県の漁場環境・操業条件に適合した新たなアワビ

放流漁場としてコンクリート板漁場を試験造成し，アワ

ビ種苗の放流効果向上（回収率 10%以上を目標）を実証

することを目的とする。 

 

方 法 

1．放流アワビ種苗の動態把握 

 平成 26 年度に鳥羽市，志摩市の各地先に試験造成した

コンクリート板漁場（150 枚/区画）と対照区の投石漁場

（鳥羽市のみ）に対して，平成 26 年 12 月と平成 27 年 1

2 月に行ったアワビ種苗（メガイアワビ）の放流は表 1

のとおりである。各放流群の残存，成長に関する追跡調

査を 3 ヵ月ごとに実施した。コンクリート板漁場では板

を 15～25 枚反転させ付着するアワビ種苗を計数・殻長測

定し，板 1 枚あたりの平均付着数から漁場 1 区画（150

枚）の残存数を推定した。投石漁場では岩の隙間などを

観察し発見個体を計数・殻長測定した。また，死亡状況

の把握のため，死亡殻を各放流群につき 10 分間探索し，

回収した殻の殻長を測定した。 

 

 

 

2．アワビ放流漁場マニュアルの作成 

 本事業を実施した 3 年間（平成 26～28 年度平成）で得

られた成果をとりまとめた「アワビ放流漁場造成マニュ

アル」を作成した。 

 

結果および考察 

1．放流アワビ種苗の動態把握 

各放流群の推定残存数を図 1，平均殻長を図 2 に示し

た。ここでは，平成 29 年 3 月で放流から 27 ヶ月（2 年 3

ヶ月）が経過した平成 26 年 12 月放流群（T1，T2，T3，

S1）の残存，成長の状況を以下で述べる。コンクリート

板漁場での残存数は，放流から 6 ヶ月までは減少が大き

かったが，それ以降は比較的安定する傾向がみられた。

放流から 27 ヶ月における残存数（残存率）は，T1 で 21

0 個（20%），T2 で 40 個（4%），S1 で 66 個（7%）と

ばらつきがみられたものの，平均残存率は 10%であった。

これらのうち，異なる放流サイズの試験とした T1（5cm

種苗）と T2（3cm 種苗）では，T1 の残存率が高く，大

型種苗放流の有効性を示すと考えられた。一方，対照区

の投石漁場における放流群 T3 の個体数は 17 個（2%）と

コンクリート板漁場より低い値であった。 

コンクリート板漁場における成長は，放流から 27 ヶ

月で T1 は平均殻長 11.2m となり，確認された個体のう

ち 90％（19 個/21 個）が漁獲制限殻長 10.6cm より大き

く成長しており，平成 29 年度の漁期に漁獲することが可

能と考えられた。また，3cm 種苗として放流した T2 と S

1 では，T2 が平均 10.7cm となったのに対し，S1 は平均

8.2cm と成長が停滞していた。S1 の成長停滞の要因は，

平成 28 年 9 月～12 月にかけて志摩で生育するカジメの

葉の消失が観察されており，一時的にアワビの餌料環境

の悪化が発生したと考えられた。ただし，平成 29 年 3

月調査時には，カジメの葉が再生・繁茂しているのが観

察され，餌料環境は回復傾向にあると考えられた。 

放流後の死亡状況として，回収した死亡殻の殻長を測

定したところ，死亡の大部分は放流直後の殻長に集中し

ており，殻長 8cmに成長してからの死亡は少なかった（図

3）。成長した後の放流種苗の残存数の減少は，コンクリ

ート板漁場の周辺の漁場で放流個体が確認されたことか

ら移動の可能性が考えられ，今後周辺漁場からの放流種

苗の漁獲調査を行いながら評価する必要がある。 

以上の結果から，コンクリート板漁場では放流群によ

っては残存にばらつきもあるものの平均残存率は 10%と，

対照区である投石漁場よりも多くの残存数が確認される

とともに一定の成長も認められ，コンクリート板漁場は

アワビ種苗の放流効果の向上に有効であると考えられた。

今後は，海女らによってコンクリート板漁場から漁獲さ

れる放流種苗の漁獲調査を実施し，回収率の算定を行う

ことが重要である。 

平成26 12月 平成27 12月

ｺﾝｸﾘｰﾄ板 4 9cm（5cm種苗）

150枚（No 1） 1,056個

ｺﾝｸﾘｰﾄ板 3 2cm（3cm種苗）

150枚（No 2） 1,000個

投石 3 1cm（3cm種苗）

8m×6 8m 1,000個

ｺﾝｸﾘｰﾄ板 3 4cm（3cm種苗）

150枚（No 3） 1,000個

投石 3 3cm（3cm種苗）

8m×6 8m 1,000個

ｺﾝｸﾘｰﾄ板 3 2cm（3cm種苗）

150枚 1,000個

放流場所
放流年月

鳥羽

志摩 -

-

-

放流群記号

T1

T2

T3

T4

-

-

T5

S1

※種苗には金属タグを装着し、刻印の違いで放流群の区別が可能

-

表 1． 本事業におけるアワビ種苗放流の概要 




